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(57)【要約】

【課題】炭酸水素ナトリウム由来の炭酸ガスを利用した

固形状の魚類用麻酔剤が保管中に空気中などの水分を吸

湿することで該固形状魚類麻酔剤の麻酔効果が消失した

かどうかを簡単に判別することができる固形状魚類用麻

酔剤及びその製造方法並びに該固形状魚類用麻酔剤の使

用期限の判別方法に関する技術を提供する。

【解決手段】水溶性色素の色調変化によって使用期限を

判別することのできる固形状魚類用麻酔剤であって、炭

酸水素ナトリウムと、有機酸（例えばコハク酸）、食品

添加物である水溶性色素（例えばコチニ̶ル色素）とを

含有し、該水溶性色素の色調変化が肉眼で観察できるよ

うに該魚類用麻酔剤の表面の一部分に該水溶性色素が存

在することを特徴とする固形状魚類用麻酔剤及びその製

造方法並びに該固形状魚類用麻酔剤の使用期限の判別方

法により解決する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 に よ っ て 使 用 期 限 を 判 別 す る こ と の で き る 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由

来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類 用 麻 酔 剤 で あ っ て 、

　 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 、 有 機 酸 と 、 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 と を 含 有 し 、

　 該 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 が 肉 眼 で 観 察 で き る よ う に 該 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 該

水 溶 性 色 素 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、

　 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 水 溶 性 色 素 が 、 コ チ ニ ー ル 色 素 、 ク チ ナ シ 黄 色 色 素 、 ス ピ ル リ ナ 青 色 色 素 、 ク チ ナ

シ 緑 色 色 素 か ら な る 群 か ら 選 ば れ る １ 種 の 水 溶 性 色 素 で あ る 、

　 請 求 項 １ に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 水 溶 性 色 素 の 含 有 量 が 、 ０ ． ０ ０ ８ ８ 重 量 ％ ～ ０ ． ０ ６ ４ 重 量 ％ で あ る 、

　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 有 機 酸 が 、 コ ハ ク 酸 で あ る 、

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 。

【 請 求 項 ５ 】

　 さ ら に 、 固 形 化 促 進 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、

　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 固 形 化 促 進 剤 が 食 用 グ リ セ リ ン 又 は 無 水 エ タ ノ ー ル で あ る 、

　 請 求 項 ５ に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 魚 類 が 、 ア メ マ ス 、 ウ グ イ 、 フ ク ド ジ ョ ウ 、 ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ 、 プ ラ テ ィ 、 メ ダ カ

、 ニ シ キ ゴ イ 、 マ ゴ イ 、 テ ィ ラ ピ ア 、 シ マ ア ジ 、 カ ン パ チ 、 マ ダ イ 、 ト ラ フ グ 、 ブ リ 、 ヒ

ラ メ 、 メ バ ル 、 ク ロ ソ イ 、 ニ ジ マ ス 、 ギ ン ザ ケ 、 ア ユ 、 ウ ナ ギ で あ る 、

　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 。

【 請 求 項 ８ 】

　 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 に よ っ て 使 用 期 限 を 判 別 す る こ と の で き る 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由

来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類 用 麻 酔 剤 の 製 造 方 法 で あ っ て 、

　 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 有 機 酸 と を 含 有 す る 混 合 物 を 調 製 す る 工 程 と 、

　 前 記 混 合 物 に 該 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 存 在 す る よ う に 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性

色 素 を 添 加 す る 工 程 と 、

　 前 記 水 溶 性 色 素 が 添 加 さ れ た 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 固 形 状 に 成 型 す る 工 程 と 、

　 を 有 す る 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 成 型 工 程 が 、 プ レ ス 機 に よ っ て １ ｃ ｍ
２

あ た り １ ５ ９ ２ ポ ン ド 以 上 の 圧 力 で 加 圧 さ

れ る 、

　 請 求 項 ８ に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 製 造 方 法 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 期 限 を 判 別 す る 方 法 で

あ っ て 、

　 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 が 水 分 を 吸 湿 す る こ と に よ

っ て 該 水 溶 性 色 素 が 滲 み 、 該 水 溶 性 色 素 の 色 調 が 低 下 又 は 消 失 す る こ と に 基 づ い て 使 用 期

限 を 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 、

　 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 期 限 を 判 別 す る 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 魚 類 用 麻 酔 剤 及 び そ の 製 造 方 法 並 び に 該 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 期 限 を 判 別 す る

方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 魚 類 養 殖 や 栽 培 漁 業 の 現 場 で は 、 ワ ク チ ン 接 種 、 歯 切 り 、 標 識 装 着 、 各 種 の 測 定 な ど の

用 途 で 麻 酔 剤 が 使 用 さ れ て い る 。 従 来 、 魚 類 用 麻 酔 剤 と し て は 、 動 物 用 医 薬 品 と し て 承 認

さ れ て い る Ｆ Ａ １ ０ ０ （ 主 成 分 ・ オ イ ゲ ノ ー ル ） が 使 用 さ れ て い る が 、 高 価 と い う 欠 点 が

あ る 。 ま た 、 Ｆ Ａ １ ０ ０ は 、 使 用 す る 際 に 麻 酔 液 が 濁 り 、 液 表 面 に 泡 が 発 生 し て 魚 が 観 察

し づ ら い こ と や 、 麻 酔 後 に 死 亡 す る 魚 の 個 体 が 発 生 す る ケ ー ス が 多 い こ と 、 独 特 の 臭 い が

あ る こ と 等 の 理 由 か ら 必 ず し も 良 い 麻 酔 剤 と は 言 え な い 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 ま た 、 動 物 用 医 薬 品 と し て 未 承 認 で あ る 学 術 的 試 薬 の ２ － フ ェ ノ キ シ エ タ ノ ー ル は 、 ニ

ジ マ ス や マ ダ イ に 対 す る 麻 酔 効 果 が 報 告 さ れ て お り 、 Ｆ Ａ １ ０ ０ よ り も 廉 価 で あ る 。 し か

し な が ら 、 ２ － フ ェ ノ キ シ エ タ ノ ー ル は 、 動 物 用 医 薬 品 と し て 未 承 認 で あ る こ と や 食 品 添

加 物 に 指 定 さ れ て い な い こ と な ど 、 食 の 安 全 性 の 観 点 か ら 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 一 方 、 炭 酸 ガ ス は 、 魚 類 に 対 し て 麻 酔 効 果 を 有 す る こ と が 広 く 知 ら れ て い る 。 従 来 、 炭

酸 ガ ス を 麻 酔 剤 と し て 使 用 す る 場 合 は 、 炭 酸 ガ ス ボ ン ベ を 用 い て 炭 酸 ガ ス を 水 中 に 通 気 す

る 方 法 や 水 中 に 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 酢 酸 を 規 定 量 添 加 す る こ と で 炭 酸 ガ ス を 発 生 さ せ る

方 法 で 麻 酔 が 行 わ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 方 法 は 、 ボ ン ベ の 用 意 や 、 炭 酸 水 素

ナ ト リ ウ ム や 酢 酸 を 計 量 し て 別 々 に 保 管 す る な ど の 手 間 が か か り 、 簡 便 な 方 法 と は 言 え な

い 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 こ の よ う な 背 景 か ら 、 本 発 明 者 は 、 食 の 安 全 性 を 十 分 に 確 保 す る と 共 に 、 従 来 の 麻 酔 剤

よ り も 使 用 し や す く 、 か つ 、 低 コ ス ト の 魚 類 用 麻 酔 剤 と し て 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の

炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類 用 麻 酔 剤 に 関 す る 技 術 を 提 案 し た （ 特 許 文 献 １ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ４ ８ ３ １ ４ ０ ９ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 し か し な が ら 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類 用 麻 酔 剤 は

、 保 管 中 に 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 す る と 麻 酔 の 有 効 成 分 で あ る 炭 酸 ガ ス を 放 出 す る た め

、 該 吸 湿 し た 魚 類 用 麻 酔 剤 を 麻 酔 剤 と し て 使 用 し て も 麻 酔 効 果 が 得 ら れ な い が 、 該 魚 類 用

麻 酔 剤 が 吸 湿 す る こ と に よ っ て 麻 酔 効 果 が 消 失 し た も の で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と が

困 難 で あ っ た 。 そ の た め 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類 用

麻 酔 剤 を 使 用 す る 際 に 、 該 魚 類 用 麻 酔 剤 が 保 管 中 に 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 す る こ と で 麻

酔 効 果 が 消 失 し た も の で あ る か ど う か を 簡 単 に 判 別 で き る こ と が 望 ま れ て い た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類

用 麻 酔 剤 が 保 管 中 に 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 す る こ と で 麻 酔 効 果 が 消 失 し た か ど う か を 簡

単 に 判 別 す る こ と が で き る 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 及 び そ の 製 造 方 法 並 び に 該 固 形 状 魚 類 用 麻

酔 剤 の 使 用 期 限 を 判 別 す る 方 法 に 関 す る 技 術 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 者 ら が 鋭 意 検 討 し た 結 果 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状

の 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 食 品 用 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 を 含 有 さ せ 、 該 固 形 状 魚
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類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 を 肉 眼 で 観 察 す る こ と で 該 固 形 状 魚 類

用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果 が 消 失 し た か ど う か を 簡 単 に 判 別 す る こ と が で き る と の 知 見 を 得 た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は か か る 知 見 に 基 づ き な さ れ た も の で あ り 、 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 に よ っ て 使 用

期 限 を 判 別 す る こ と の で き る 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類

用 麻 酔 剤 で あ っ て 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 、 有 機 酸 と 、 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 と を

含 有 し 、 該 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 が 肉 眼 で 観 察 で き る よ う に 該 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部

分 に 該 水 溶 性 色 素 が 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 提 供 す る も の で あ

る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 本 発 明 は 、 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 に よ っ て 使 用 期 限 を 判 別 す る こ と の で き る 炭 酸

水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類 用 麻 酔 剤 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 炭

酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 有 機 酸 と を 含 有 す る 混 合 物 を 調 製 す る 工 程 と 、 前 記 混 合 物 に 該 魚 類 用

麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 存 在 す る よ う に 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 を 添 加 す る 工 程 と 、

前 記 水 溶 性 色 素 が 添 加 さ れ た 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム を 固 形 状 に 成 型 す る 工 程 と 、 を 有 す る 固

形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 製 造 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 述 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 期 限 を 判 別 す る 方 法 で あ っ て 、 該

魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 に 食 品 用 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 を 含 有 さ せ 、 該 固 形 状 魚 類 用

麻 酔 剤 が 水 分 を 吸 湿 す る こ と に よ っ て 該 水 溶 性 色 素 が 滲 み 、 該 水 溶 性 色 素 の 色 調 が 低 下 又

は 消 失 す る こ と に 基 づ い て 使 用 期 限 を 判 別 す る こ と を 特 徴 と す る 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の

使 用 期 限 の 判 別 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 及 び そ の 製 造 方 法 並 び に 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 期 限

を 判 別 す る 方 法 に よ れ ば 、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 保 管 中 に 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 す る

こ と に よ っ て 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 が 変 化 し 、 該 固 形

状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果 が 消 失 し た こ と を 簡 単 に 判 別 す る こ と が で き る 効 果 が 得 ら れ る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る コ チ ニ ー ル 色 素 （ ０ ． ０ ６

４ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る コ チ ニ ー ル 色 素 （ ０ ． ０ ４

３ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る コ チ ニ ー ル 色 素 （ ０ ． ０ ３

４ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る コ チ ニ ー ル 色 素 （ ０ ． ０ １

５ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る コ チ ニ ー ル 色 素 （ ０ ． ０ ０

８ ８ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る コ チ ニ ー ル 色 素 （ ０ ． ０ ０

０ ８ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る ク チ ナ シ 黄 色 色 素 （ ０ ． ０

５ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る ス ピ ル リ ナ 青 色 色 素 （ ０ ．

０ ４ ９ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 多 湿 条 件 下 で 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に 含 有 す る ク チ ナ シ 緑 色 色 素 （ ０ ． ０

４ ５ 重 量 ％ ） の 色 調 変 化 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 発 明 の 実 施 形 態 お け る 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 に つ い て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 固 形

状 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 、 有 機 酸 と 、 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 と を

含 有 し 、 該 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 が 肉 眼 で 観 察 で き る よ う に 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面

の 一 部 分 に 該 水 溶 性 色 素 が 存 在 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム は 、 食 の 安 全 性 の 観 点 か ら 、 食 品 や 医 薬 品 に 使 用 さ れ て い る も

の が 好 ま し い 。 ま た 、 本 発 明 の 効 果 が 妨 げ ら れ な け れ ば 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 共 に 炭 酸

ナ ト リ ウ ム や 炭 酸 カ ル シ ウ ム な ど の 炭 酸 塩 を 併 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 前 記 水 溶 性 色 素 は 、 食 の 安 全 性 の 観 点 か ら 、 食 品 添 加 物 と し て 認 め ら れ た も の で あ れ ば

よ く 、 例 え ば 、 ベ ニ コ ウ ジ 赤 色 色 素 、 ク チ ナ シ 赤 色 色 素 、 コ チ ニ ー ル 色 素 、 ラ ッ ク 色 素 、

ア カ ビ ー ト 色 素 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 、 ク チ ナ シ 青 色 色 素 、 ス ピ ル リ ナ 青 色 色 素 、 ア ナ ト

ー 色 素 、 ク チ ナ シ 黄 色 色 素 、 ベ ニ バ ナ 黄 色 色 素 、 ウ コ ン 色 素 、 ベ ニ コ ウ ジ 黄 色 色 素 な ど を

挙 げ る こ と が で き る 。 な か で も 、 コ チ ニ ̶ ル 色 素 は 、 ｐ Ｈ

に よ っ て 色 が 変 化 す る ｐ Ｈ 指 示 機 能 も 有 す る た め 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 浴 槽 内

が 、 魚 類 に 対 す る 麻 酔 効 果 が 十 分 発 現 す る ｐ Ｈ に な っ て い る か 否 か を 目 視 で 確 認 す る こ と

が 可 能 と な る の で 、 特 に 好 ま し い 色 素 で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 一 方 、 油 溶 性 色 素 及 び 不 溶 性 色 素 に つ い て は 、 こ れ ら 色 素 を 用 い て 調 製 し た 固 形 状 魚 類

用 麻 酔 剤 が 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 し て も 、 吸 湿 し た 水 分 中 に 該 色 素 が 溶 け 込 ま な い た め

、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 色 素 は 滲 む こ と な く 、 該 色 素 の 色 調 の 低 下 又 は

消 失 は 観 察 さ れ な い 。 そ の た め 、 油 溶 性 色 素 及 び 不 溶 性 色 素 は 、 本 実 施 形 態 の 固 形 状 魚 類

用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果 が 消 失 し た も の で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と が で き な い た め 、 使 用

す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 前 記 水 溶 性 色 素 の 含 有 量 は 、 本 発 明 の 効 果 が 得 ら れ れ ば 特 に 制 限 は な い が 、 該 水 溶 性 色

素 の 色 調 を 肉 眼 で 観 察 す る 観 点 か ら 、 ０ ． ０ ０ ８ ８ 重 量 ％ ～ ０ ． ０ ６ ４ 重 量 ％ が 好 ま し く

、 ０ ． ０ ３ ３ 重 量 ％ ～ ０ ． ０ ６ ４ 重 量 ％ が さ ら に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 実 施 形 態 の 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 炭 酸 ガ ス の 発 生 を 促 進 し て 発 泡 さ せ る た め に 、 有 機 酸 を

添 加 す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 前 記 有 機 酸 は 、 本 発 明 の 目 的 及 び 効 果 が 得 ら れ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 コ ハ ク 酸 、 ク エ ン

酸 、 フ マ ル 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 酒 石 酸 な ど を 挙 げ る こ と が で き る が 、 食 の 安 全 性

の 観 点 か ら 、 食 品 や 医 薬 品 に 使 用 さ れ て い る も の が 好 ま し く 、 ま た 、 魚 類 に 対 す る 麻 酔 効

果 の 観 点 か ら 、 コ ハ ク 酸 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 魚 類 用 麻 酔 剤 で は

、 麻 酔 剤 と し て の 効 力 に 影 響 し な い 限 り 、 ２ 種 類 以 上 の 有 機 酸 を 併 用 し て も 差 し 支 え な い

。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 前 記 コ ハ ク 酸 の 重 量 比 は 、 魚 類 に 対 す る 麻 酔 効 果 の 観

点 か ら 、 ４ ： ６ ～ ６ ： ４ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 固 形 化 を 促 進 す る た め に 、 固 形 化 促 進 剤 を 添 加 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 前 記 固 形 化 促 進 剤 は 、 食 の 安 全 性 の 観 点 か ら 、 食 用 グ リ セ リ ン や 無 水 エ タ ノ ー ル が 好 ま

し い 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 前 記 食 用 グ リ セ リ ン の 添 加 量 は 、 固 形 化 を 促 進 す る 観 点 か ら 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 等 の
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原 材 料 の 重 量 に 対 し て ２ ． ５ ～ １ ５ 重 量 ％ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 前 記 無 水 エ タ ノ ー ル の 添 加 量 は 、 固 形 化 を 促 進 す る 観 点 か ら 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 等 の

原 材 料 の 重 量 に 対 し て １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 本 実 施 形 態 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 前 記 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 が 肉 眼 で 観 察 で き る よ

う に 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 該 水 溶 性 色 素 を 含 有 す る 。 こ れ に よ り 、 該 固

形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 し た 場 合 、 吸 湿 し た 水 分 に 該 水 溶 性 色 素 が 滲

む こ と で 該 色 素 の 色 調 が 低 下 又 は 消 失 す る た め 、 該 色 素 の 色 調 変 化 を 肉 眼 で 観 察 す る こ と

で 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 吸 湿 し 、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果 が 消 失 し た か ど う か

を 判 別 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 な お 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 全 体 に 水 溶 性 色 素 が 存 在 す る 場 合 は 、 該 固 形 状 魚 類 用

麻 酔 剤 が 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 し て も 、 吸 湿 し た 水 分 に 該 水 溶 性 色 素 が 滲 む こ と で 該 色

素 の 色 調 の 低 下 又 は 消 失 を 観 察 す る こ と が で き な い た め 、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 吸 湿 す

る こ と に よ っ て 麻 酔 効 果 が 消 失 し た か ど う か を 判 別 す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 本 実 施 形 態 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 本 発 明 の 目 的 及 び 効 果 を 妨 げ な け れ ば 、 他 の 素 材

や 食 品 添 加 物 な ど を 含 有 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 願 実 施 形 態 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 方 法 は 、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 水 槽 中 の 水

に 溶 解 し 、 こ こ に 麻 酔 対 象 の 魚 類 を 収 容 す る か 、 あ る い は 、 麻 酔 対 象 の 魚 類 を 収 容 し て あ

る 水 槽 中 の 水 に 本 魚 類 用 麻 酔 剤 を 溶 解 す る こ と で 、 麻 酔 対 象 の 魚 類 に 麻 酔 を か け る こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 本 発 明 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 使 用 す る と 、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 水 溶 性 色 素

を 含 有 し て い る こ と か ら 、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 し た 水 槽 中 の 水 が 該 水 溶 性 色 素 に

よ っ て 着 色 す る が 、 特 に 問 題 は な い 。 ま た 、 本 発 明 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 水 槽 中 の 水 に

投 入 す る と 炭 酸 ガ ス の 気 泡 が 生 ず る が 、 該 炭 酸 ガ ス の 気 泡 が 水 面 に 達 す る と 消 失 し 、 該 気

泡 が 水 面 に 残 留 し な い た め 、 水 槽 中 の 魚 類 の 観 察 を 妨 げ な い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 実 施 形 態 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 魚 の 種 類 を 問 わ ず 、 あ ら ゆ る 魚 類 に 対 す る 麻 酔 剤

と し て 使 用 す る こ と が で き 、 例 え ば 、 ア メ マ ス 、 ウ グ イ 、 フ ク ド ジ ョ ウ 、 ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ

ュ 、 プ ラ テ ィ 、 メ ダ カ 、 ニ シ キ ゴ イ 、 マ ゴ イ 、 テ ィ ラ ピ ア 、 シ マ ア ジ 、 カ ン パ チ 、 マ ダ イ

、 ト ラ フ グ 、 ブ リ 、 ヒ ラ メ 、 メ バ ル 、 ク ロ ソ イ 、 ニ ジ マ ス 、 ギ ン ザ ケ 、 ア ユ 、 ウ ナ ギ を 挙

げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。 本

実 施 形 態 に 係 る 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 製 造 方 法 は 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 有 機 酸 と を 含 有

す る 混 合 物 を 調 製 す る 工 程 と 、 前 記 混 合 物 に 該 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 存 在 す る よ

う に 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 を 添 加 す る 工 程 と 、 前 記 水 溶 性 色 素 が 添 加 さ れ た 炭 酸 水

素 ナ ト リ ウ ム を 固 形 状 に 成 型 す る 工 程 と を 有 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 ま ず 始 め に 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と コ ハ ク 酸 と を 混 合 し 、 炭 酸 水

素 ナ ト リ ウ ム と コ ハ ク 酸 と を 含 有 す る 混 合 物 を 調 製 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム は 、 食 の 安 全 性 の 観 点 か ら 、 食 品 や 医 薬 品 に 使 用 さ れ て い る も

の が 好 ま し い 。 ま た 、 本 発 明 の 効 果 が 妨 げ ら れ な け れ ば 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 共 に 炭 酸

ナ ト リ ウ ム や 炭 酸 カ ル シ ウ ム な ど の 炭 酸 塩 を 併 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 前 記 有 機 酸 は 、 本 発 明 の 効 果 が 得 ら れ れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 コ ハ ク 酸 、 ク エ ン 酸 、 フ マ

ル 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 酒 石 酸 な ど を 挙 げ る こ と が で き る が 、 食 の 安 全 性 の 観 点 か

ら 、 食 品 や 医 薬 品 に 使 用 さ れ て い る も の が 好 ま し く 、 ま た 、 魚 類 に 対 す る 麻 酔 効 果 の 観 点

か ら 、 コ ハ ク 酸 を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 魚 類 用 麻 酔 剤 で は 、 麻 酔 剤

と し て の 効 力 に 影 響 し な い 限 り 、 ２ 種 類 以 上 の 有 機 酸 を 併 用 し て も 差 し 支 え な い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 前 記 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 前 記 コ ハ ク 酸 の 重 量 比 は 、 魚 類 に 対 す る 麻 酔 効 果 の 観 点 か ら

、 ４ ： ６ ～ ６ ： ４ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 次 に 、 前 記 混 合 物 に 、 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 を 成 型 加 工 後 に 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面

の 一 部 分 に 存 在 す る よ う に 添 加 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 前 記 食 品 添 加 物 を 添 加 す る 方 法 は 、 成 型 加 工 後 の 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に

水 溶 性 色 素 が 存 在 す れ ば 特 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 成 型 加 工 に 用 い る 容 器 内 に あ ら か じ め

所 定 量 の 水 溶 性 色 素 を 入 れ 、 そ こ に 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 有 機 酸 と の 混 合 物 を 投 入 し た 後

、 こ れ を 成 型 加 工 す る こ と で 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 水 溶 性 色 素 を 含 有 さ せ

る 方 法 や 、 成 型 加 工 に 使 用 す る 前 記 混 合 物 の 一 部 を と り 、 こ こ に 所 定 量 の 水 溶 性 色 素 を 添

加 し た 後 、 よ く 混 合 し 、 こ の 水 溶 性 色 素 を 含 有 す る 混 合 物 を 成 型 加 工 に 用 い る 容 器 内 に 入

れ 、 こ こ に 残 り の 混 合 物 を 投 入 し た 後 、 成 型 加 工 す る こ と で 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の

一 部 分 に 水 溶 性 色 素 を 含 有 さ せ る 方 法 な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 な お 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 全 体 に 水 溶 性 色 素 が 存 在 す る よ う に 添 加 し た 場 合 は 、

調 製 さ れ た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 し て も 、 吸 湿 し た 水 分 に 該 水 溶

性 色 素 が 滲 む こ と で 該 色 素 の 色 調 の 低 下 又 は 消 失 を 観 察 す る こ と が で き な い た め 、 該 固 形

状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 吸 湿 す る こ と に よ っ て 麻 酔 効 果 が 消 失 し た か ど う か を 判 別 す る こ と が で

き な い 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 前 記 水 溶 性 色 素 は 、 上 述 の 通 り 、 食 品 添 加 物 と し て 認 め ら れ た も の で あ れ ば よ く 、 例 え

ば 、 ベ ニ コ ウ ジ 赤 色 色 素 、 ク チ ナ シ 赤 色 色 素 、 コ チ ニ ー ル 色 素 、 ラ ッ ク 色 素 、 ア カ ビ ー ト

色 素 、 ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 、 ク チ ナ シ 青 色 色 素 、 ス ピ ル リ ナ 青 色 色 素 、 ア ナ ト ー 色 素 、 ク

チ ナ シ 黄 色 色 素 、 ベ ニ バ ナ 黄 色 色 素 、 ウ コ ン 色 素 、 ベ ニ コ ウ ジ 黄 色 色 素 な ど を 挙 げ る こ と

が で き る 。 こ れ ら 水 溶 性 色 素 の 中 で も 、 ｐ Ｈ 指 示 機 能 も 有 す る コ チ ニ ̶ ル 色 素 が 特 に 好 ま

し い こ と は す で に 述 べ た と お り で あ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 一 方 、 油 溶 性 色 素 及 び 不 溶 性 色 素 に つ い て は 、 こ れ ら 色 素 を 用 い て 調 製 し た 固 形 状 魚 類

用 麻 酔 剤 が 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 し て も 、 吸 湿 し た 水 分 中 に 該 色 素 が 溶 け 込 ま な い た め

、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 色 素 は 滲 む こ と な く 、 該 色 素 の 色 調 の 低 下 又 は

消 失 は 観 察 さ れ な い 。 そ の た め 、 油 溶 性 色 素 及 び 不 溶 性 色 素 は 、 本 実 施 形 態 の 固 形 状 魚 類

用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果 が 消 失 し た も の で あ る か ど う か を 判 別 す る こ と が で き な い た め 、 使 用

す る こ と が で き な い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 前 記 水 溶 性 色 素 の 含 有 量 は 、 本 発 明 の 効 果 が 得 ら れ れ ば 特 に 制 限 は な い が 、 該 水 溶 性 色

素 の 色 調 を 肉 眼 で 観 察 す る 観 点 か ら 、 ０ ． ０ ０ ８ ８ 重 量 ％ ～ ０ ． ０ ６ ４ 重 量 ％ が 好 ま し く

、 ０ ． ０ ３ ３ 重 量 ％ ～ ０ ． ０ ６ ４ 重 量 ％ が さ ら に 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 魚 類 用 麻 酔 剤 に 固 形 化 を 促 進 す る た め の 固 形 化 促 進 剤 を 添 加 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 前 記 固 形 化 促 進 剤 は 、 食 の 安 全 性 の 観 点 か ら 、 食 用 グ リ セ リ ン や 無 水 エ タ ノ ー ル が 好 ま

し い 。
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【 ０ ０ ４ ６ 】

　 前 記 食 用 グ リ セ リ ン の 添 加 量 は 、 固 形 化 を 促 進 す る 観 点 か ら 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 等 の

原 材 料 の 重 量 に 対 し て ２ ． ５ ～ １ ５ 重 量 ％ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 前 記 無 水 エ タ ノ ー ル の 添 加 量 は 、 固 形 化 を 促 進 す る 観 点 か ら 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 等 の

原 材 料 の 重 量 に 対 し て １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 の 目 的 及 び 効 果 を 妨 げ な け れ ば 、 前 記 混 合 物 に 他 の 素 材 や 食 品 添 加 物 な

ど を 添 加 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 い で 、 上 記 で 調 製 し た 水 溶 性 色 素 が 添 加 さ れ た 混 合 物 を 固 形 状 に 成 型 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 前 記 成 型 方 法 は 、 本 発 明 の 目 的 及 び 効 果 が 得 ら れ れ ば に 特 に 制 限 さ れ ず 、 例 え ば 、 成 型

容 器 に 原 材 料 を 入 れ て 成 型 し 、 こ れ を 乾 燥 す る こ と で 固 形 状 に す る 方 法 や 、 プ レ ス 機 を 用

い て 成 型 容 器 に 入 れ た 原 材 料 に 高 い 圧 力 を 加 圧 す る こ と で 固 形 状 す る 方 法 な ど が 挙 げ ら れ

る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 原 材 料 に 固 形 化 促 進 剤 が 含 有 し な い 場 合 、 プ レ ス 機 を 用 い て 原 材

料 を １ ｃ ｍ
２

あ た り １ ５ ９ ２ ポ ン ド 以 上 の 圧 力 で 加 圧 す る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の よ う な 工 程 を 経 て 、 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 に よ っ て 使 用 期 限 を 判 別 す る こ と の で き

る 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 由 来 の 炭 酸 ガ ス を 利 用 し た 固 形 状 の 魚 類 用 麻 酔 剤 を 得 る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 期 限 を 判 別 す る 方 法 に つ い

て 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 使 用 期 限 を 判 別 す る 方 法 は 、 上 述 の

固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 が 空 気 中 な ど の 水 分 を 吸 湿 す る

こ と に よ っ て 該 水 溶 性 色 素 が 滲 み 、 該 水 溶 性 色 素 の 色 調 が 低 下 又 は 消 失 し た こ と に 基 づ い

て 使 用 期 限 を 判 別 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 前 記 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 上 述 の と お り に 調 製 し た 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と 、 食 品 添 加

物 で あ る 水 溶 性 色 素 と を 含 有 し 、 該 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 が 肉 眼 で 観 察 で き る よ う に 該 固

形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の 一 部 分 に 該 水 溶 性 色 素 が 存 在 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 前 記 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 は 、 前 記 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 の

一 部 分 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 を 肉 眼 で 観 察 し 、 該 色 素 が 滲 む こ と に よ っ て 該 色 素 の

色 調 の 低 下 又 は 消 失 を 判 別 す る 。 こ の と き 、 前 記 水 溶 性 色 素 が 滲 む こ と で 色 調 が 低 下 又 は

消 失 し て い れ ば 、 前 記 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 吸 湿 し た こ と を 示 し 、 吸 湿 に よ っ て 固 形 状 魚

類 用 麻 酔 剤 か ら 麻 酔 の 有 効 成 分 で あ る 炭 酸 ガ ス が 放 出 さ れ た た め に 麻 酔 効 果 が 消 失 し て 該

固 形 状 魚 類 麻 酔 剤 の 使 用 期 限 が 徒 過 し た こ と を 簡 単 に 判 別 で き る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ５ ６ 】

１ ． 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 調 製

（ １ ） 固 形 化 促 進 剤 を 用 い て 成 型 加 工 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤

　 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と コ ハ ク 酸 と を 重 量 比 で １ ： １ と な る よ う に そ れ ぞ れ 計 量 し 、 こ れ

を 乳 鉢 で 混 合 し た 後 、 こ の 混 合 物 に 対 し て 食 用 グ リ セ リ ン ２ ． ５ 重 量 ％ を 加 え て 混 練 し 、

混 練 物 を 調 製 し た 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 一 方 、 上 記 と 同 様 に 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と コ ハ ク 酸 と を 重 量 比 で １ ： １ と な る よ う に

そ れ ぞ れ 計 量 し て 調 製 し た 混 合 物 に 、 該 混 合 物 に 対 し て 固 形 化 促 進 剤 で あ る 食 用 グ リ セ リ
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ン を ２ ． ５ 重 量 ％ 加 え て 混 練 し た 。 こ の 混 練 物 に 食 品 添 加 物 で あ る 水 溶 性 色 素 （ コ チ ニ ー

ル 色 素 、 ク チ ナ シ 黄 色 色 素 、 ス ピ ル リ ナ 青 色 色 素 又 は ク チ ナ シ 緑 色 色 素 ） を 該 混 練 物 に 対

し て ０ ． １ 重 量 ％ ～ ８ 重 量 ％ 加 え て 混 合 す る こ と で 水 溶 性 色 素 含 有 混 練 物 を 調 製 し た 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 上 記 で 調 製 し た 水 溶 性 色 素 ０ ． １ 重 量 ％ ～ ６ 重 量 ％ を 含 む 水 溶 性 色 素 含 有 混 練 物 ０ ． １

ｇ を 計 量 し 、 こ れ を 固 形 状 に 成 型 加 工 す る た め の 成 型 容 器 内 に 入 れ た 後 、 上 記 で 調 製 し た

水 溶 性 色 素 を 含 ま な い 混 練 物 約 １ ２ ｇ を 加 え て 押 し 固 め 、 こ れ を ６ ０ ℃ の 乾 燥 機 内 で ２ ４

時 間 保 持 す る こ と で 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 調 製 し た 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

【 表 １ 】

【 ０ ０ ６ ０ 】

（ ２ ） プ レ ス 機 を 用 い て 成 型 加 工 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤

　 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と コ ハ ク 酸 と を 重 量 比 で １ ： １ と な る よ う に そ れ ぞ れ 計 量 し 、 こ れ

を 乳 鉢 で 混 合 す る こ と で 混 合 物 を 調 製 し た 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 一 方 、 上 記 と 同 様 に 、 炭 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム と コ ハ ク 酸 と を 重 量 比 で １ ： １ と な る よ う に

そ れ ぞ れ 計 量 し た 混 合 物 に 、 該 混 合 物 に 食 品 添 加 物 で あ る コ チ ニ ー ル 色 素 （ 水 溶 性 色 素 ）

を ６ 重 量 ％ 加 え て 混 合 す る こ と で コ チ ニ ー ル 色 素 含 有 混 合 物 を 調 製 し た 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 上 記 で 調 製 し た 混 合 物 約 １ ２ ｇ を プ レ ス 機 の 成 型 容 器 （ 直 径 ４ ０ ｍ ｍ の 円 形 状 容 器 ） に

入 れ 、 こ れ を １ ｃ ｍ
２

あ た り ３ ９ ８ ～ １ ５ ９ ２ ポ ン ド の 圧 力 で １ 分 間 加 圧 す る こ と で 固 形

状 に 成 型 し た 。 次 い で 、 こ の 固 形 状 に 成 型 さ れ た 混 合 物 の 表 面 の 一 部 分 に 上 記 で 調 製 し た

コ チ ニ ー ル 色 素 含 有 混 合 物 ０ ． １ ｇ を 添 加 し 、 再 度 、 １ ｃ ｍ
２

あ た り ３ ９ ８ ～ １ ５ ９ ２ ポ

ン ド の 圧 力 で １ 分 間 加 圧 す る こ と で 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 調 製 し た 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

【 表 ２ 】

【 ０ ０ ６ ４ 】

２ ． 吸 湿 に よ る 色 調 変 化 及 び 麻 酔 効 果 に つ い て

　 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 各 種 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 （ 実 施 例 １ ～ ９ ） を 温 度 ３ ５ ℃ 、 湿
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度 ８ ０ ％ 以 上 の 恒 温 器 内 で ４ 日 間 保 持 し た 後 、 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水

溶 性 色 素 の 色 調 変 化 及 び 該 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果 に つ い て 調 べ た 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 す な わ ち 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 は 、 湿 度 ８ ０ ％

以 上 の 恒 温 器 で 保 持 す る 前 の 吸 湿 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性

色 素 の 色 調 （ ０ 日 後 ） と 、 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 の 恒 温 器 に ４ 日 間 保 持 す る こ と で 吸 湿 さ せ た 固

形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 （ ４ 日 後 ） を 比 較 す る こ と で 水 溶 性

色 素 の 色 調 の 低 下 又 は 消 失 を 評 価 し た 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 一 方 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 魚 類 に 対 す る 麻 酔 効 果 は 、 水 温 が ２ ５ ℃ の 海 水 ２ ０ Ｌ に 濃

度 が １ ． ６ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 の 恒 温 器 に ４ 日 間 保 持 す る こ と で 吸 湿 さ せ

た 魚 類 用 麻 酔 剤 を 溶 解 し 、 こ れ に ２ ５ ℃ の 海 水 で 飼 育 さ れ た フ グ （ 約 ２ ０ ｇ ／ 個 体 ） ５ 尾

を 投 入 し 、 フ グ を 投 入 し た 時 点 か ら 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 す る こ と で 調 べ た 。 な お

、 フ グ が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て は 、 フ グ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、

呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 対 照 は 、

乾 燥 条 件 下 で 保 持 す る こ と で 吸 湿 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 用 い た 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 図 １ ～ ９ に 示 す よ う に 、 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 の 恒 温 器 に ４ 日 間 保 持 す る こ と で 吸 湿 さ せ た 魚

類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 （ ４ 日 後 ） は 、 吸 湿 し て い な い 場 合 （ ０ 日

後 ） と 比 べ 、 全 て の 場 合 に お い て 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 が 滲 み

、 そ の 色 調 が 低 下 又 は 消 失 し て い た 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ま た 、 湿 度 ８ ０ ％ 以 上 の 恒 温 器 に ４ 日 間 保 持 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 用 い て 、 フ グ が

麻 酔 に か か る か ど う か を 調 べ た と こ ろ 、 全 て の 場 合 に お い て 、 フ グ に 麻 酔 が 懸 か ら な か っ

た の に 対 し 、 乾 燥 条 件 下 で 保 持 す る こ と で 吸 湿 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 用 い た 場

合 に は 、 フ グ が 麻 酔 に 懸 か っ た 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 こ の よ う に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 が 低 下 又 は 消 失 し

た も の を 使 用 し た 場 合 は 、 魚 類 に 対 し て 麻 酔 効 果 が 得 ら れ な か っ た こ と か ら 、 固 形 状 魚 類

用 麻 酔 剤 の 表 面 に 存 在 す る 水 溶 性 色 素 の 色 調 変 化 を 肉 眼 で 観 察 す る こ と に よ っ て 該 固 形 状

魚 類 用 麻 酔 剤 が 魚 類 に 対 し て 麻 酔 効 果 を 有 す る か ど う か を 判 別 で き る こ と が 分 か っ た 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

３ ． 固 形 化 促 進 剤 を 用 い て 成 型 加 工 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果

（ １ ） ト ラ フ グ

　 水 温 が １ ７ ． ５ ～ ２ ７ ． ５ ℃ の 海 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ

チ ニ ー ル 色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． １ ～ ８ ｇ ／ Ｌ と な

る よ う に 溶 解 し 、 こ れ に 平 均 １ ２ ０ ｇ ／ 個 体 の ト ラ フ グ ５ 尾 を 投 入 し 、 ト ラ フ グ を 投 入 し

た 時 点 か ら ト ラ フ グ が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 ト ラ フ グ が 麻 酔 に 懸 っ た

か ど う か に つ い て 、 ト ラ フ グ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、

鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 し

て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後

の 海 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 表 ３ に 示 し た よ う に 、 ト ラ フ グ は 、 水 温 が １ ７ ． ５ ～ ２ ７ .５ ℃ の す べ て の 場 合 に お い

て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一 方 、 固 形

状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． ７ ｇ ／ Ｌ 以 下 の 濃 度 で は い ず れ の 海 水 温 度 に お い て も 麻 酔 に

懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ７ ２ 】
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【 表 ３ 】

【 ０ ０ ７ ３ 】

（ ２ ） ア メ マ ス

　 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の 淡 水 又 は 海 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ

ニ ー ル 色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． １ ～ ８ ｇ ／ Ｌ と な る

よ う に 溶 解 し 、 こ れ に １ ～ ２ ０ ℃ の 淡 水 又 は 海 水 で 飼 育 さ れ た 約 ２ ３ ０ ｇ ／ 個 体 の ア メ マ

ス ５ 尾 を 投 入 し 、 ア メ マ ス を 投 入 し た 時 点 か ら ア メ マ ス が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し

た 。 な お 、 ア メ マ ス が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 ア メ マ ス の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 50
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観 察 し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。

ま た 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡 水 又 は 海 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数

し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 又 は 海 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 表 ４ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た ア メ マ ス は 、 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の す べ て の 場 合 に

お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一 方 、

水 温 が １ ℃ の 場 合 は 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ で も 麻 酔 に 懸 っ た が 、 ０ ． １

ｇ ／ Ｌ で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ７ ５ 】



(13) JP  2015-120641  A   2015.7.2

【 表 ４ 】

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 一 方 、 表 ５ に 示 し た よ う に 、 海 水 で 飼 育 し た ア メ マ ス は 、 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の す べ て の

場 合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。

ま た 、 水 温 が １ ０ 及 び ２ ０ ℃ の 場 合 は 、 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ で も 麻 酔 に 懸 っ た

が 、 ０ ． １ ｇ ／ Ｌ で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ７ ７ 】
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【 表 ５ 】

【 ０ ０ ７ ８ 】

（ ３ ） ウ グ イ

　 水 温 が １ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 又 は 海 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ

ニ ー ル 色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． １ ～ ８ ｇ ／ Ｌ と な る

よ う に 溶 解 し 、 こ れ に １ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 又 は 海 水 で 飼 育 さ れ た 約 １ ６ ０ ｇ ／ 個 体 の ウ グ イ

５ 尾 を 投 入 し 、 ウ グ イ を 投 入 し た 時 点 か ら ウ グ イ が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な

お 、 ウ グ イ が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 ウ グ イ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 50
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転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形

状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡 水 又 は 海 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら

に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 又 は 海 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 表 ６ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た ウ グ イ は 、 水 温 が １ ～ ３ ０ ℃ の す べ て の 場 合 に お

い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ４ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一 方 、 水

温 が １ ℃ の 場 合 は 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ 及 び １ ｇ ／ Ｌ で も 麻 酔 に 懸 っ た

が 、 ０ ． １ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。 な お 、 本 実 施 例 で も 、 固 形 状 魚 類 用 麻

酔 剤 の 投 入 前 後 の ｐ Ｈ の 変 化 を 水 中 に 投 入 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 色 を 観 察 す る こ と で

、 目 視 に よ っ て 容 易 に 確 認 す る こ と が で き た 。

【 ０ ０ ８ ０ 】
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【 表 ６ 】

【 ０ ０ ８ １ 】

　 一 方 、 表 ７ に 示 し た よ う に 、 海 水 で 飼 育 し た ウ グ イ は 、 水 温 が １ ～ ３ ０ ℃ の す べ て の 場

合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ４ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 ま

た 、 水 温 が １ ℃ の 場 合 は 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ で も 麻 酔 に 懸 っ た が 、 １

ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ８ ２ 】
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【 表 ７ 】

【 ０ ０ ８ ３ 】

（ ４ ） フ ク ド ジ ョ ウ

　 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の 淡 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル 色

素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ～ ８ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶 解 し

、 こ れ に １ ～ ２ ０ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 ６ ｇ ／ 個 体 の フ ク ド ジ ョ ウ ５ 尾 を 投 入 し 、 フ ク

ド ジ ョ ウ を 投 入 し た 時 点 か ら フ ク ド ジ ョ ウ が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 フ

ク ド ジ ョ ウ が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 フ ク ド ジ ョ ウ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察

し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た

、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に

、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 表 ８ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た フ ク ド ジ ョ ウ は 、 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の す べ て の 場

合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一
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方 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

【 表 ８ 】

【 ０ ０ ８ ６ 】

（ ５ ） ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ

　 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル

色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ～ １ ０ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶

解 し 、 こ れ に ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 ０ ． ２ ５ ｇ ／ 個 体 の ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ ５

尾 を 投 入 し 、 ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ を 投 入 し た 時 点 か ら ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ が 麻 酔 に 懸 る ま で の

時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 ゼ ブ ラ フ ィ

ッ シ ュ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時

点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶

け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を

測 定 し た 。

40

50



(19) JP  2015-120641  A   2015.7.2

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 表 ９ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ は 、 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の す べ

て の 場 合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ４ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ

た 。 一 方 、 水 温 が ３ ０ ℃ の 場 合 は 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ で も 麻 酔 に 懸 っ

た が 、 １ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

【 表 ９ 】

【 ０ ０ ８ ９ 】 50
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（ ６ ） プ ラ テ ィ

　 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル

色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ～ １ ０ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶

解 し 、 こ れ に ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 ０ ． ４ ｇ ／ 個 体 の プ ラ テ ィ ５ 尾 を 投 入 し

、 プ ラ テ ィ を 投 入 し た 時 点 か ら プ ラ テ ィ が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 プ ラ

テ ィ が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 プ ラ テ ィ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、

呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形 状 魚

類 用 麻 酔 剤 を 淡 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚

類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 表 １ ０ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た プ ラ テ ィ は 、 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の す べ て の 場

合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ４ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一

方 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ９ １ 】
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【 表 １ ０ 】

【 ０ ０ ９ ２ 】

（ ７ ） メ ダ カ

　 水 温 が １ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル

色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ～ １ ０ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶

解 し 、 こ れ に １ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 ０ ． ２ ３ ｇ ／ 個 体 の メ ダ カ ５ 尾 を 投 入 し

、 メ ダ カ を 投 入 し た 時 点 か ら メ ダ カ が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 メ ダ カ が

麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 メ ダ カ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩

慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔

剤 を 淡 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔

剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 表 １ １ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た メ ダ カ は 、 水 温 が １ ０ ～ ３ ０ ℃ の す べ て の 場 合

に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ４ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一 方
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、 水 温 が １ ０ ℃ の 場 合 は 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ２ ｇ ／ Ｌ で も 麻 酔 に 懸 っ た が 、 １

ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

【 表 １ １ 】

【 ０ ０ ９ ５ 】

（ ８ ） ニ シ キ ゴ イ

　 水 温 が ５ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル 色

素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ～ ２ ０ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶 解 50



(23) JP  2015-120641  A   2015.7.2

し 、 こ れ に ５ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 ２ ７ ｇ ／ 個 体 の ニ シ キ ゴ イ ５ 尾 を 投 入 し 、 ニ

シ キ ゴ イ を 投 入 し た 時 点 か ら ニ シ キ ゴ イ が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 ニ シ

キ ゴ イ が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 ニ シ キ ゴ イ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横

転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形

状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形

状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 表 １ ２ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た ニ シ キ ゴ イ は 、 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の す べ て の

場 合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ５ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。

一 方 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

【 表 １ ２ 】

【 ０ ０ ９ ８ 】

（ ９ ） マ ゴ イ
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　 水 温 が ５ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル 色

素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ～ ２ ０ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶 解

し 、 こ れ に ５ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 ２ ６ ｇ ／ 個 体 の マ ゴ イ ５ 尾 を 投 入 し 、 マ ゴ イ

を 投 入 し た 時 点 か ら マ ゴ イ が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 マ ゴ イ が 麻 酔 に 懸

っ た か ど う か に つ い て 、 マ ゴ イ の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り

、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡 水

に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入

す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 表 １ ３ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た マ ゴ イ は 、 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の す べ て の 場 合

に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ５ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一 方

、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ １ ０ ０ 】

【 表 １ ３ 】

10



(25) JP  2015-120641  A   2015.7.2

【 ０ １ ０ １ 】

（ １ ０ ） テ ィ ラ ピ ア

　 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル

色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ～ ２ ０ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶

解 し 、 こ れ に ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 ２ ９ ｇ ／ 個 体 の テ ィ ラ ピ ア ５ 尾 を 投 入 し

、 テ ィ ラ ピ ア を 投 入 し た 時 点 か ら テ ィ ラ ピ ア が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、

テ ィ ラ ピ ア が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 テ ィ ラ ピ ア の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し

、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、

固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡 水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、

固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 表 １ ４ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た テ ィ ラ ピ ア は 、 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の す べ て の

場 合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ５ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。

一 方 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。

【 ０ １ ０ ３ 】

【 表 １ ４ 】

【 ０ １ ０ ４ 】

（ １ １ ） ニ ジ マ ス

　 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の 淡 水 又 は 海 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ

ニ ー ル 色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． １ ～ ８ ｇ ／ Ｌ と な る

よ う に 溶 解 し 、 こ れ に １ ～ ２ ０ ℃ の 淡 水 又 は 海 水 で 飼 育 さ れ た 約 １ ５ ９ ｇ ／ 個 体 の ニ ジ マ
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ス ５ 尾 を 投 入 し 、 ニ ジ マ ス を 投 入 し た 時 点 か ら ニ ジ マ ス が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し

た 。 な お 、 ニ ジ マ ス が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 ニ ジ マ ス の 鰭 の 動 き を 肉 眼 で 観 察

し 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 淡

水 に 投 入 し て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投

入 す る 前 後 の 淡 水 の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 表 １ ５ に 示 し た よ う に 、 淡 水 で 飼 育 し た ニ ジ マ ス は 、 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の す べ て の 場 合

に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た 。 一 方

、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． １ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。
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【 表 １ ５ 】

【 ０ １ ０ ６ 】

　 一 方 、 表 １ ６ に 示 し た よ う に 、 海 水 で 飼 育 し た ニ ジ マ ス は 、 水 温 が １ ～ ２ ０ ℃ の す べ て

の 場 合 に お い て 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が １ ｇ ／ Ｌ 以 上 で 麻 酔 に 懸 る こ と が 分 か っ た

。 一 方 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． １ ｇ ／ Ｌ の 濃 度 で は 麻 酔 に 懸 ら な か っ た 。
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【 表 １ ６ 】

【 ０ １ ０ ７ 】

　 水 温 が １ ０ ℃ の 淡 水 又 は 汽 水 （ ２ ／ ３ 海 水 ｐ Ｈ ８ ． ０ ６ の も の 又 は １ ／ ３ 海 水 海 水 ｐ Ｈ

７ ． ９ ２ の も の ） ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 実 施 例 ２ の コ チ ニ ー ル 色 素 の 色 調

が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度 が ０ ． １ ～ ８ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶 解 し 、 こ

れ に １ ０ ℃ の 淡 水 又 は 汽 水 （ ２ ／ ３ 海 水 ｐ Ｈ ８ ． ０ ６ の も の 又 は １ ／ ３ 海 水 海 水 ｐ Ｈ ７ ．

９ ２ の も の ） で 飼 育 さ れ た 約 １ ５ ９ ｇ ／ 個 体 の ニ ジ マ ス ５ 尾 を 投 入 し 、 ニ ジ マ ス を 投 入 し

た 時 点 か ら ニ ジ マ ス が 麻 酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 ニ ジ マ ス が 麻 酔 に 懸 っ た 50
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か ど う か に つ い て 、 ニ ジ マ ス の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、

鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻 酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 ま た 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 し

て か ら 完 全 に 溶 け る ま で の 時 間 を 計 数 し た 。 さ ら に 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 を 投 入 す る 前 後

の ｐ Ｈ を 測 定 し た 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 表 １ ７ に 示 し た よ う に 、 ｐ Ｈ を ア ル カ リ 性 に し て 汽 水 で 飼 育 し た ニ ジ マ ス は 、 そ れ ら を

麻 酔 に か け る と 、 ｐ Ｈ を 中 性 に し て 汽 水 で 飼 育 し た ニ ジ マ ス と 比 較 し て 、 麻 酔 剤 が 懸 り に

く く な る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 同 様 に 、 ｐ Ｈ を ア ル カ リ 性 に し て 淡 水 で 飼 育 し た ニ ジ マ ス は

、 そ れ ら を 麻 酔 に か け る と 、 ｐ Ｈ を 中 性 に し て 淡 水 で 飼 育 し た ニ ジ マ ス と 比 較 し て 、 麻 酔

剤 が 懸 り に く く な る 傾 向 が 認 め ら れ た 。 こ の こ と か ら 、 酸 性 状 態 で は 麻 酔 に 懸 り や す く 、

海 水 （ ｐ Ｈ ８ 付 近 ） を 中 性 （ ｐ Ｈ ７ 付 近 ） に す る と 、 さ ら に 短 い 時 間 で 麻 酔 に 懸 る と 推 察

さ れ た 。

【 ０ １ ０ ９ 】
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【 表 １ ７ 】

【 ０ １ １ ０ 】

　 な お 、 上 述 の 各 実 験 に お い て は 、 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 投 入 前 後 の 水 の ｐ Ｈ 変 化 の 状 況

を 水 中 に 投 入 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 色 の 変 化 を 目 視 に よ り 観 察 す る こ と に よ っ て も 、

容 易 に 確 認 す る こ と が で き た 。

【 ０ １ １ １ 】

４ ． プ レ ス 機 を 用 い て 成 型 加 工 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 麻 酔 効 果 50
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　 水 温 が ２ ０ ～ ３ ０ ℃ の 海 水 ２ ０ Ｌ に 、 上 記 １ ． （ ２ ） で 調 製 し た 実 施 例 １ ０ の プ レ ス 機

を 用 い て 成 型 加 工 し た コ チ ニ ー ル 色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 の 濃 度

が ０ ． ４ ～ １ ． ０ ｇ ／ Ｌ と な る よ う に 溶 解 し 、 こ れ に ２ ４ ℃ の 淡 水 で 飼 育 さ れ た 約 １ ． ２

ｇ ／ 固 体 （ 全 長 ３ １ ｍ ｍ ） の マ ダ イ ５ 尾 を 投 入 し 、 マ ダ イ を 投 入 し た 時 点 か ら マ ダ イ が 麻

酔 に 懸 る ま で の 時 間 を 計 測 し た 。 な お 、 マ ダ イ が 麻 酔 に 懸 っ た か ど う か に つ い て 、 マ ダ イ

の 鰭 の 動 き な ど を 肉 眼 で 観 察 し 、 横 転 、 呼 吸 が 緩 慢 に な り 、 鰭 の 動 き が 停 止 し た 時 点 で 麻

酔 に 懸 っ た と 判 断 し た 。 一 方 、 対 照 と し て 、 上 記 １ ． （ １ ） で 調 製 し た 固 形 化 促 進 剤 を 用

い て 成 型 加 工 し た コ チ ニ ー ル 色 素 の 色 調 が 変 化 し て い な い 魚 類 用 麻 酔 剤 （ 実 施 例 ２ ） に つ

い て も 同 様 に 調 べ た 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 表 １ ８ に 示 し た よ う に 、 プ レ ス 機 に よ っ て 成 型 加 工 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 は 、 固 形 化

促 進 剤 に よ っ て 成 型 加 工 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 と 同 様 の 麻 酔 効 果 が 得 ら れ た 。 こ の よ う

に 、 プ レ ス 機 に よ る 加 圧 に よ っ て 成 型 加 工 し た 固 形 化 魚 類 用 麻 酔 剤 及 び 固 形 化 促 進 剤 に よ

っ て 成 型 加 工 し た 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 と も に 魚 類 に 対 し て 同 様 の 麻 酔 効 果 が 得 ら れ 、 成 型

加 工 方 法 に 関 わ ら ず 固 形 状 魚 類 用 麻 酔 剤 が 魚 類 に 対 し て 麻 酔 効 果 を 有 す る こ と が 分 か っ た

。

【 ０ １ １ ３ 】

【 表 １ ８ 】
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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